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強
烈
な
個
性
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
”
普
通
の
人
”

と
い
っ
た
感
じ
。
毎
日
の
生
活
は
規
則
正
し
く
、
趣

味
も
一
つ
の
こ
と
を
、
じ
っ
く
り
続
け
る
堅
実
派
だ
。

　
ま
じ
め
に
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
仕
事
を
し
て
お
り
、
そ
れ

で
、
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
不
満
は
な
い
。
年
を
と
っ

て
も
、
他
人
の
世
話
に
は
な
り
た
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
か
強
く
、
で
き
る
か
ぎ
り
仕
事
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
流
行
に
は
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
関
心

が
な
い
。
洋
服
を
選
ぶ
と
き
に
も
流
行
に
は
左
右
さ

れ
ず
、
素
材
の
良
い
も
の
を
と
心
が
け
て
い
る
。
ま

た
Ｔ
Ｖ
は
、
プ
ロ
野
球
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
な

ど
見
る
も
の
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
Ｔ
Ｖ
発
の
流

行
語
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。

　
　
「
け
じ
め
」
を
大
切
に
し
て
お
り
、
礼
儀
作
法
や

し
き
た
り
を
無
視
し
て
行
動
す
る
人
に
は
腹
が
立
っ

て
し
ま
う
、
き
ま
じ
め
人
間
。

標の=衣食住

マ
イ
ペ
ー
ス
ま
じ
め
標
準
派
［

]

よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
8
8
　
1
8
【
第
１
章
】
く
ら
し

標
標と横浜浜

衣：服はあまり高くなくて、なむかつ長く着られるものを選ぶよう

　　にしている。

食：食事の時間は規則正しい。

　　外食はあまりしないし、外で酒を飲むこともそう多くはない。

　　洋食より和食のほうが好きだ。

住：家は人並みであればよい、という考えだ。

医：歩ける距離なら少々遠くても、乗り物は使わず、歩くようにし

　　ている。

遊：趣味は１つのものをじっくり、というほうだが、趣味よりも仕

　　事に生きがいを感じている。

買：話題の店やブランドの名前はほとんど知らない。

交：近所や親戚とのつきあいは、義理を欠かない程度にしている。

　　礼儀を知らない人とはつきあいたくない。

金：貯金や保険は妻に任せっきり。

市政への評価：まあまあだと思う。なかでも下水道整備が評価できる。

市政への要望：これといって特に強く望んでいるものはないが、高

　　　　　　　齢者対策をどうするのか、気になっている。

定住意識：現在住んでいるのは自分の持ち家なので、このまま暮ら

　　　　　すつもり。

横浜のイメージ：文化的だとか、ファッショナブルだとか言われて

　　　　　　　　も、ピンとこない。

次代に伝えたい横浜の姿：福祉のいきとどいた思いやりのある街。
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CASE STUDY

40代男性

妻ど子ども２人

サラリーマン　県内通勤

市内在ｲ主23年

マンション　持ち家

根岸線沿線在住

N H K大河ドラマ

は毎週見ている。

たまに、子どもを

連れてハイキング

に行くことがある。

健康雑誌にも、

たまに目を通す

面倒なことは妻に

任せてしまう．

これといった

趣味はない，

好きな音楽は特にない

しいてあげれば、タンゴ

食事は和食党

外食はあまりしない。

スポーツ番組とニュース

を見る。ブロ野球は特に

よく見る。

50代男性

妻と子ども２人

自営業

横浜生まれ

店舗併用住宅　持ち家

京浜急行線沿線在住

北島三郎や森進一、

藤山一郎などの演歌

が好き。

年をとっても、他人の

世話にはなりたくない

と思う。
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